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主審 副審

北部 檍
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As

4 ＊ (C) 6 0 3 0 4 0 0 4 ＊ (C) 23 0 10 3 0 0 0

5 ＊ 8 0 4 0 2 0 0 5 ＊ 11 0 4 3 3 0 0

6 - - - - - - - 6 ＊ 3 1 0 0 0 0 0

7 ＊ 10 0 4 2 3 0 0 7 - - - - - - -

8 ＊ 15 0 7 1 2 0 0 8 - - - - - - -

9 ＊ 21 1 7 4 2 0 0 9 - - - - - - -

10 0 0 0 0 1 0 0 10 - - - - - - -

11 - - - - - - - 11 ＊ 7 1 1 2 3 0 0

12 0 0 0 0 0 0 0 12 - - - - - - -

13 - - - - - - - 13 - - - - - - -

14 0 0 0 0 0 0 0 14 ＊ 9 3 0 0 0 0 0

15 - - - - - - - 15 10 0 5 0 4 0 0

16 - - - - - - - 16 - - - - - - -

17 - - - - - - - 17 - - - - - - -

18 - - - - - - - 18 - - - - - - -

60 1 25 7 14 0 0 63 5 20 8 10 0 0

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル　Ｒ…リバウンド　As…アシスト
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男子1回戦

北部 60 63 檍
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警告：合計が違います
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平成21年度　第30回全九州中学生
バスケットボール春季選手権大会
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期
日

2010年（平成22年) 3月13日(土)

警告：合計が違います

●(大分2位)

熊 谷 航

阿 部 駿 太

 赤岩　恒治

西 山 海 渡

選　手　氏　名

19:17 28:18
OT1 OT2

(宮崎1位)○

OT1 OT2

会
場

大分県立総合体育館

タイム・アウト（経過時間） タイム・アウト（経過時間）

 前田　孝一

選　手　氏　名

山 口 浩 太

－ －
１Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ

野 田 卓 見木 之 元 雄 耶

吉 村 太 貴

椎 葉 慶 道

岡 本 康 汰

糸 永 成 志

伊 澤 大 樹

節 川 翼

佐 藤 大 煕

合計 合計

金 丸 恭 輔

浦 口 直 人

阿 部 健 人

濵 砂 賢 人

佐 藤 圭 一 郎

大 野 佑 也

岩 下 征 矢

児 玉 大 空

長 倉 公 章

清 亨 平

内 田 幸 佑

林 田 翔 治

戦　　評

記載者 池田、夘野 （所属） 大分県バスケットボール協会

川 﨑 敬 希

コーチ 久 留 伸 一

宮 川 瑛 治

種 崎 俊 介 コーチ

南 木 辰 海

森 本 勘 太

川 原 一 仁

 第1Q、北部はオールコートマンツー、檍はハーフコートマンツーディフェンス、北部#9熊谷のレイアップシュートでスタート。北部は、#7椎葉のジャンプシュート、#8岡本のドライブで次々と加点。

堅さのみえる檍はリズムにのれず、残り5分で9-2となる。そこで、檍は1回目のタイムアウト。檍は、#15宮川、#5児玉のシュートでリズムをつくろうと試みるが、北部のスティールからの速攻、#9熊

谷の3Pに苦しみ、点差が縮まらず20-11で終了。

　第2Q、檍は激しいディフェンスでリズムを取り戻し、#11内田から#5児玉へのあわせのプレーや、#14濱砂と#11内田が三連続3Pを決め、残り5分で22-22と、試合をふり出しに戻す。北部はガー

ド#10阿部を投入し、#9熊谷にミドルシュートを狙わせ加点。檍は、#15宮川のボールサイドカット、#4山口のジャンプシュートで応戦。残り2分、北部はシュートが落ち始めたところを走られ、残り1
分、檍はついに逆転成功。28-30で前半終了。

　第3Q、檍は前半に引き続き、ディフェンスから走るバスケットを続ける。#4山口の連続バスケットカウントで着実に加点し、残り6分、30-36となり、北部たまらずタイムアウト。北部はオールコート

でプレッシャーをかける指示をだし、リズムを取り戻そうとする。檍は、プレッシャーがかかったディフェンスを崩せず、北部の#8岡本、#9熊谷に連続シュートを決められ、1点差となったところでタイ

ムアウトをとる。タイムアウト後、檍は北部の2-1-2ゾーンプレスを上手にきり抜けボールを運び、#14濱砂の3Pへと結びつける。一方北部も、#5糸永のインサイドプレーにより応戦する。48-52檍

リードで終了。
　第4Q、北部はディフェンスを2-1-2ゾーンにチェンジし、檍を戸惑わせたが、シュートがなかなかきまらず点差が縮まらない。残り5分、お互い走りあいとなる。北部#9熊谷、檍#4山口#15宮川が、

着実に加点する。残り３分４０秒、53-61になったところでタイムアウトをとる。その後、両チームターンオーバーを繰り返し、点数がのびず、60-63で試合終了。両チームともディフェンスに持ち味を

出した好ゲームとなったが、大事なところでの北部のシュートミスが惜しまれる。
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